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第 

四
五
七
回 

青
葉
会
句
会
選
句
表 

 

令
和
六
年
五
月
二
十
三
日(

木)  
 
 

於
：《
吟
行
》
国
立
科
学
博
物
館
付
属 

自
然
教
育
園 

 
 
 

 

《
句
会
》
五
反
田
会
場 

 
 

選 
 
 

者 

川
口
孤
舟 

参 

加 
者 

柿
崎
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

 

豊
田
ゆ
た
か 

西
澤
國
護 

長
谷
見
び
ん 

古
川
百
合
子 

星
田
啓
子 

 

投
句
・
選
句 

今
井
紀
久
男 

熊
谷
く
に
お 

小
早
健
介 

高
橋
康
敏 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

中
川
雅
夫 

 

福
島
正
明 

古
田
昇 

宮
内
規
雄 

山
崎
亜
也 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 
 

選
句
の
み 

 

伊
賀
山
そ
ら
お 

梅
崎
く
す
お 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

 

早
川
允
章 
山
本
三
恵 

 

【
互 

選 

句
】
〇
は
選
者
の
「
天
」 
◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

《
吟
》
は
吟
行
句 

十
一
点 

◎
病
室
は
海
見
ゆ
る
丘
初
浴
衣 

盛
雄 
（
紀
・
く
す
・
忠
・
孤
・
健
・
と
・
清
・
康
・
ゆ
・
び
・
け
） 

 

十
点 

《
吟
》
首
伸
ば
す
亀
の
孤
高
や
走
り
梅
雨 

啓
子
（
そ
・
く
す
・
健
・
龍
・
清
・
堂
・
〇
隆
・
昇
・
け
・
盛
） 

 

七
点 

 
 

郭
公
鳴
く
茫
々
と
風
渡
る
中 

 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 

（
〇
そ
・
康
・
雅
・
允
・
昇
・
け
・
三
） 

 

六
点 

 
 

天
道
虫
い
つ
か
は
星
に
な
り
た
く
て 

 
 
 

孤
舟 

 
 

（
紀
・
孝
・
堂
・
百
・
〇
昇
・
亜
） 

水
切
の
数
に
歓
声
こ
ど
も
の
日 

 
 
 
 
 
 

仝  
  

（
五
・
龍
・
清
・
康
・
己
・
正
） 

《
吟
》
か
き
つ
ば
た
風
に
紫
解
き
放
ち 

  
 
  

 
 

仝 
 
  

（
紀
・
忠
・
く
・
清
・
正
・
昇
） 

◎
《
吟
》
黒
松
が
昔
を
語
る
初
夏
の
風 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
・
孤
・
千
・
ゆ
・
隆
・
び
） 

道
場
の
竹
刀
は
つ
し
と
夏
燕 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
紀
・
五
・
〇
健
・
己
・
け
・
天
） 

夏
め
い
て
素
肌
眩
し
く
揺
れ
る
髪 

   
 
  

國
護 

   

（
そ
・
く
す
・
た
・
龍
・
孝
・
允
） 

◎
《
吟
》
倒
木
に
と
か
げ
の
睡
る
隠
れ
沼 

 
 
 
 
  

び
ん 
 
 

（
孤
・
く
・
〇
と
・
千
・
啓
・
亜
） 

臆
せ
ず
に
曲
が
っ
て
生
き
よ
捩
じ
り
花 

 

百
合
子 

 
 

（
紀
・
〇
く
す
・
忠
・
く
・
○
孝
・
己
） 

新
緑
の
風
と
連
れ
立
つ
小
海
線 

 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
そ
・
紀
・
健
・
た
・
國
・
び
） 

宇
宙
人
に
な
り
て
母
の
日
母
笑
ふ 

 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
と
・
千
・
○
び
・
亜
・
盛
） 

 

五
点 

《
吟
》
花
よ
り
も
水
の
匂
ひ
て
燕
子
花 
 
 
     

孤
舟 

 
 

（
紀
・
五
・
と
・
孝
・
康
） 

◎
菖
蒲
湯
に
時
差
ぼ
け
の
身
を
沈
め
け
り  

   

康
敏     

（
紀
・
孤
・
千
・
た
・
亜
） 

歌
碑
の
裏
誰
（
た
）
が
ひ
も
と
き
し
落
し
文 

 

仝     

（
紀
・
く
す
・
孝
・
己
・
啓
） 

◎
母
に
な
る
娘
か
ら
届
け
り
カ
ー
ネ
シ
ョ
ン 

 

亜
也 

 
  

（
紀
・
孤
・
く
・
隆
・
〇
盛
） 

 

四
点 

 
  

杖
突
い
て
リ
ハ
ビ
リ
散
歩
汗
か
か
ず 

 
 

紀
久
男 

 
 

（
忠
・
龍
・
ゆ
・
規
） 

初
鰹
甘
き
醤
油
を
た
ら
す
宵 

 
 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
紀
・
昇
・
啓
・
天
） 

◎
《
吟
》
吟
行
で
ひ
と
り
し
ず
か
の
名
に
惹
か
れ 

   

忠
彦 

 
  

（
紀
・
孤
・
隆
・
規
） 

《
吟
》
す
だ
椎
の
巨
樹
の
あ
り
け
り
夏
帽
子 

 
 

と
み
子 

   

（
紀
・
び
・
三
・
天
） 

卯
の
花
を
貰
い
て
唱
歌
く
ち
ず
さ
む 

 
 
 

千
恵 

 
  

（
紀
・
清
・
雅
・
國
） 

独
り
身
の
夜
を
賑
わ
す
金
亀
虫 

 
 

  
  

正
己 

 
  

（
堂
・
ゆ
・
び
・
天
） 

《
吟
》
苔
む
せ
し
巨
木
の
蔭
に
額
の
花 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
  

（
康
・
○
己
・
び
・
規
） 



 

 

2 

 

見
上
げ
れ
ば
天
の
声
満
つ
五
月
晴 

 
 
 
 

雅
夫 

 

（
五
・
ゆ
・
國
・
允
） 

短
く
も
主
婦
を
忘
れ
て
初
夏
の
旅 

 
 
 
 

國
護 

 

（
紀
・
堂
・
び
・
正
） 

初
夏
の
風
郵
便
受
け
に
旅
便
り 

 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
た
・
清
・
康
） 

竹
落
葉
吾
生
思
え
ば
烏
鳴
く 

 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 

（
紀
・
○
龍
・
己
・
百
） 

◎ 
 
 
 

麦
秋
や
廃
線
跡
を
完
歩
せ
り 

 
 
 
 

 
  

健
介 

 

（
紀
・
孤
・
び
・
天
） 

《
吟
》
鳴
き
交
わ
す
烏
の
森
や
お
ろ
ち
池 

 
 
 
 

び
ん 

 

（
紀
・
ゆ
・
百
・
昇
） 

戸
を
繰
れ
ば
守
宮
ダ
イ
ブ
す
襟
首
に 

 
 

百
合
子 

 

（
千
・
堂
・
啓
・
盛
） 

 

花
水
木
満
開
の
中
吾
子
生
ま
れ 

 
 
 
 

け
い
子 

 

（
紀
・
く
・
允
・
規
） 

 

三
点 

 
 
 

蚕
豆
は
五
粒
だ
け
で
も
酒
の
友 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 

（
紀
・
く
す
・
健
） 

包
丁
を
研
い
で
切
れ
味
初
夏
の
風 

 
 
 
 
 

仝 
 

（
百
・
亜
・
天
） 

《
吟
》
古
沼
を
領
す
る
ご
と
し
川
鵜
を
り 

 
 
 

五
郎
太 

 

（
紀
・
千
・
盛
） 

《
吟
》
吾
の
中
を
緑
の
空
気
通
過
す
る 

 
 
 
 
 

千
恵 

 

（
紀
・
允
・
三
） 

吾
子
連
れ
て
幸
せ
探
し
苜
蓿 

  
 
 

  
 

正
己 

 

（
忠
・
と
・
啓
） 

き
び
た
き
の
己
が
高
音
に
酔
い
て
を
り 

 
 

び
ん 

 

（
孝
・
雅
・
啓
） 

路
地
裏
の
鮎
の
て
ん
ぷ
ら
笹
の
舟 

 
 
 
 

啓
子 

 

（
紀
・
百
・
け
） 

矢
車
の
音
か
ら
か
ら
と
孫
の
家 

 
 
 
 
 

天
牛 

 

（
た
・
び
・
規
） 

メ
ー
デ
ー
は
人
ご
と
な
り
し
商
社
マ
ン 

 
 
 

仝 
 

（
龍
・
雅
・
百
） 

 

二
点 

 
 
 

毛
虫
掌
に
載
せ
吟
行
句
師
の
た
じ
ろ
が
ず 

 

紀
久
男 
（
忠
・
亜
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（「
萬
緑
」
井
の
頭
公
園
吟
行
の
思
い
出
） 

明
易
し
昔
を
想
ふ
床
の
中 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 

（
正
・
三
） 

《
吟
》
風
抜
け
る
河
鵜
も
吾
も
憩
う
池 

 
 
 
 
 

千
恵 

 

（
紀
・
雅
） 

小
旗
立
つ
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
や
こ
ど
も
の
日   

康
敏 

 

（
く
・
正
） 

金
星
の
力
士
汗
の
目
つ
ぶ
り
た
り 

 
 
  

と
み
子 
 

（
紀
・
び
） 

《
吟
》
羽
根
拡
げ
潜
ら
ぬ
川
鵜
じ
っ
と
待
つ       

 

仝 
 

（
そ
・
け
） 

◎ 
 
 

風
を
受
け
五
月
の
空
に
泳
ぐ
鯉 

 
 
 

た
だ
し
げ 

 

（
孤
・
雅
） 

居
酒
屋
で
生
け
簀
の
蛸
の
刺
身
食
う 

   

ゆ
た
か 

 

（
紀
・
隆
） 

潔
し
異
国
の
客
の
薄
衣 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 

（
健
・
と
） 

◎
《
吟
》
万
緑
や
夢
は
は
る
か
な
空
の
上 

       

百
合
子 

 

（
孤
・
國
） 

畑
中
の
人
に
菜
の
花
も
ら
ひ
け
り 

 
 
 
 

規
雄 

 

（
堂
・
〇
正
） 

紙
風
船
悲
し
い
過
去
を
背
負
っ
て
る 

 
 
 

正
明 

 

（
〇
紀
・
允
） 

 

一
点 

 
 
 

好
天
気
地
主
の
友
が
虫
送
り 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

 

（
○
三
） 

友
の
上
梓
冷
や
酒
（
ひ
や
）
で
祝
い
た
き
元
呑
兵
衛 

 

紀
久
男 

（
五
） 

万
緑
や
生
ま
れ
し
本
を
軽
く
撫
づ 

 
 
 

五
郎
太 

 

（
規
） 

仁
和
寺
や
御
室
桜
の
若
葉
雨 

 
 
 
 
 
 

健
介 

 

（
そ
） 

《
吟
》
吟
行
に
半
日
遊
ぶ
若
葉
風 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 

（
た
） 

彫
り
出
だ
す
や
さ
し
み
ほ
と
け
若
葉
風 

 
 
 

仝 
 

（
紀
） 

《
吟
》
句
の
友
と
歩
め
ば
楽
し
夏
庭
園 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

（
隆
） 

庭
先
の
牡
丹
は
咲
け
り
色
さ
や
か 

 
 
 
   

仝 
 
 

（
國
） 

オ
ペ
ラ
観
て
愁
い
は
て
な
き
夏
夕
べ 

  
 
 

仝 
  

（
紀
） 



 

 

3 

 

目
に
眩
し
青
葉
若
葉
の
欅
道 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
だ
し
げ 

 
 

 
 

 

（
紀
） 

大
振
り
の
旬
の
筍
お
裾
分
け 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

（
紀
） 

ソ
ー
ダ
水
お
堀
の
テ
ラ
ス
初
夏
の
風 

 
 
 

國
護 

     

（
び
） 

新
緑
や
小
雨
の
あ
と
の
こ
の
空
気 

 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

（
國
） 

吾
も
着
し
制
服
見
か
け
夏
は
じ
め 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
） 

《
吟
》
亭
々
の
ビ
ル
に
囲
ま
れ
夏
木
立 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

（
紀
） 

 
 

《
吟
》
と
り
ど
り
の
青
、
青
、
青
の
初
夏
の
森 

 

百
合
子 

 
 
 

（
紀
） 

◎ 
 

靴
も
ま
た
服
に
合
は
せ
て
更
衣 

 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

（
孤
） 

傘
を
手
に
句
詠
め
ば
そ
こ
に
あ
や
め
咲
く 

 

啓
子 

 
 
 

（
紀
） 

 
 
 

《
吟
》
羽
拡
げ
白
頭
鷲
を
鵜
が
気
取
り 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

（
盛
） 

杜
若
画
が
現
実
に
重
な
れ
り 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 

敦
賀
か
ら
新
幹
線
か
が
や
き
で
金
沢
ヘ 

か
が
や
き
に
乗
り
納
骨
ヘ
卯
波
か
な 

 
 

け
い
子 

 
 
 

（
五
） 

 
 
 
       

 
 

愛
子
さ
ん
園
遊
会
初
参
加 

赤
坂
御
苑
に
は
ち
け
る
微
笑
麦
の
秋 

 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
紀
） 

菊
挿
芽
老
人
は
世
を
忘
れ
つ
つ 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
三
） 

 

【
句 

評
・
短 

評
】 

十
一
点
句 

病
室
は
海
見
ゆ
る
丘
初
浴
衣 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
環
境
の
よ
い
病
院
で
の
入
院
生
活
も
長
く
な
っ
た
。
そ
ろ
そ
ろ
更
衣
の
時
期
を
迎
え
た
の
だ
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
早
く
快
癒
さ
れ
る
よ
う
に
と
の
思
い
を
込
め
て 

こ
の
お
句
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
海
の
見
え
る
明
る
い
病
室
。
初
浴
衣
が
効
い
て
い
る
。
と
は
云
え
、
早
期
ご
退
院
を
お
祈
り 

し
ま
す
。 

十
点
句 

 

首
伸
ば
す
亀
の
孤
高
や
走
り
梅
雨 

 
 
 
 
 

啓
子 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
中
七
が
良
い
で
す
ね
！ 

隆
さ
ん
・
・
・
・
池
に
出
た
岩
の
上
か
。
亀
の
気
持
ち
に
な
っ
た
作
者
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
中
七
の
、
亀
の
孤
高 

が
面
白
い
佳
句
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
    

※
紀
久
男
・
・
・
類
句
が
多
数
あ
り
そ
う
な
句
で
す
。 

 

七
点
句 

 

郭
公
鳴
く
茫
々
と
風
渡
る
中 

 
 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
枝
ゆ
ら
す
強
風
の
中
で
鳴
く
郭
公
。
静
か
な
森
の
カ
ッ
コ
ー
か
ら
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
。 

 

六
点
句 

 

天
道
虫
い
つ
か
は
星
に
な
り
た
く
て 

 
 
 
 

孤
舟 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
金
子
み
す
ず
の
世
界
？
健
気
に
飛
ぶ
姿
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た 

百
合
子
さ
ん
・
・
調
べ
て
み
ま
し
た
、「
太
陽
神
の
使
い
の
虫
」、
い
つ
か
星
に
な
り
た
い
訳
で
す
ね
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
。
背
中
の
斑
点
が
星
に
見
え
て
き
ま
し
た
。
い
い
で
す
ね
～ 

亜
也
さ
ん
・
・
・
星
に
な
り
た
い
の
は
天
道
虫
か
詠
み
手
か
？
星
は
天
道
虫
の
背
に
あ
る
。 

水
切
の
数
に
歓
声
こ
ど
も
の
日 

 
 
 
 

 
  

孤
舟  

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
川
に
石
を
投
げ
て
遊
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

康
敏
さ
ん
・
・
・
水
切
り
を
競
う
こ
ど
も
達
、
今
年
は
こ
ど
も
の
日
が
立
夏
だ
っ
た
。 
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黒
松
が
昔
を
語
る
初
夏
の
風 

 
 
   

 

た
だ
し
げ 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
幹
が
複
雑
に
伸
び
た
老
松
の
木
は
、
長
年
の
こ
の
地
の
変
遷
を
見
守
っ
て
き
た
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
江
戸
時
代
に
も
生
き
て
い
た
松
か
も
。
黙
し
て
語
ら
な
い
清
々
し
さ
。 

道
場
の
竹
刀
は
つ
し
と
夏
燕 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
ム
サ
シ
の
古
事
を
う
ま
く
表
現
し
ま
し
た
ね
。 

夏
め
い
て
素
肌
眩
し
く
揺
れ
る
髪 

   
 
  

 

國
護 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
ほ
の
か
な
艶
め
か
し
さ
が
あ
っ
て
、
面
白
い
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
お
そ
る
べ
き 

君
ら
の
乳
房 

夏
来
る 

=

西
東
三
鬼= 

倒
木
に
と
か
げ
の
睡
る
隠
れ
沼 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
倒
木
の
幹
に
何
か
黒
い
物
。
多
分
蜥
蜴
が
一
休
み
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
吟
行
の
限
ら
れ
た
時
間
内
で
の
洞
察
力
に
感
心
い
た
し
ま
し
た
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
小
さ
な
と
か
げ
も
肺
？
を
一
生
懸
命
動
か
し
て
呼
吸
し
て
い
る
姿
に
生
き
物
同
士
と
し
て
共
感 

し
て
し
ま
い
ま
し
た 

亜
也
さ
ん
・
・
・
〝
睡
る
〟
が
吟
行
時
の
実
景
を
捉
え
て
巧
み
。 

臆
せ
ず
に
曲
が
っ
て
生
き
よ
捩
じ
り
花 

 
 

百
合
子 

 
 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
幾
多
の
困
難
が
待
ち
受
け
る
実
社
会
の
中
で
、
力
強
く
生
き
て
行
く
信
念
を
捩
じ
り
花
の
形
容 

で
良
く
表
し
て
い
る
。「
臆
せ
ず
に
」
が
効
い
て
い
る
。 

新
緑
の
風
と
連
れ
立
つ
小
海
線 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
初
夏
の
爽
や
か
な
高
原
走
る
清
々
し
い
風
景
が
見
て
取
れ
る
。 

宇
宙
人
に
な
り
て
母
の
日
母
笑
ふ 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

心
が
通
じ
て
笑
い
合
う 

素
敵
な
母
の
日
の
光
景
で
す
ね
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
も
う
会
話
が
時
と
し
て
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
て
も
母
の
笑
顔
は
嬉
し
い
も
の
で
す
。 

び
ん
さ
ん
・
・
・
老
い
て
宇
宙
人
に
な
っ
た
母
へ
の
長
寿
賛
歌
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
介
護
ら
し
き
重
さ
を
宇
宙
人
が
軽
み
に
転
じ
た
上
、
笑
う
が
救
い
と
し
て
絶
妙
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
〝
宇
宙
人
〟
と
な
っ
た
老
い
た
母
、
笑
顔
だ
け
の
母
、
子
の
誰
し
も
が
出
会
う
日
常
・
・
・ 

 

五
点
句 

花
よ
り
も
水
の
匂
ひ
て
燕
子
花 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
水
辺
の
花
は
盛
り
を
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
水
辺
に
咲
く
燕
子
花
の
美
し
い
姿
が
、
見
え
て
ま
い
り
ま
す
。  

康
敏
さ
ん
・
・
・
水
辺
に
咲
く
大
き
な
紫
の
花
、
水
の
匂
い
が
梅
雨
間
近
を
感
じ
さ
せ
る
。 

参
考
「
燕
子
花
水
の
に
ほ
ひ
を
の
ぼ
ら
し
む 

朝
倉
和
江
」 

菖
蒲
湯
に
時
差
ぼ
け
の
身
を
沈
め
け
り  

 
   

康
敏  

 

孤
舟
選
者
・
・
・
久
し
振
り
の
帰
国
。
日
本
伝
統
の
菖
蒲
湯
に
浸
か
り
疲
れ
を
癒
す
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
異
国
へ
の
長
期
出
張
の
あ
と
の
菖
蒲
湯
は
疲
れ
を
と
る
に
は
十
分
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
海
外
か
ら
帰
国
し
、
菖
蒲
湯
で
疲
れ
を
癒
す
様
子
を
上
手
く
詠
ん
で
い
る
。 

紀
久
男
・
・
・
・
私
に
と
っ
て
、
今
回
の
次
点
で
す
。     

 
  
  

母
に
な
る
娘
か
ら
届
け
り
カ
ー
ネ
シ
ョ
ン 

 
 

亜
也 

  

孤
舟
選
者
・
・
・
間
も
な
く
新
し
い
母
と
な
る
出
産
間
近
の
娘
か
ら
心
温
ま
る
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
嬉
し
い
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
出
産
を
控
え
た
娘
さ
ん
か
ら
の
母
へ
の
感
謝
は
一
入
。 

「
母
と
な
る
娘
に
も
ら
ふ
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
で
も
。 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
一
句
の
中
味
が
素
晴
ら
し
い
。
我
家
で
は
息
子
か
ら
妻
に
届
き
ま
し
た
。 
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四
点
句 

 

杖
突
い
て
リ
ハ
ビ
リ
散
歩
汗
か
か
ず 

 
     

紀
久
男 

 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
お
主
も
汗
さ
え
か
か
ぬ
御
身
に
な
り
は
り
ま
し
た
か
？ 

ま
ん
ず
は 

長
生
き
し
て
お
く 

ん
な
は
れ
。 

私
の[

呑
兵
衛
会
の
手
帖]

よ
り 

※
句
会
に
て
・
・
・
汗
「
か
か
ず
」
と
な
る
と
、
季
語
と
し
て
は
疑
問
が
残
る
。 

初
鰹
甘
き
醤
油
を
た
ら
す
宵 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
最
近
テ
レ
ビ
で
甘
い
醤
油
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
鰹
に
あ
い
ま
す
か
ね
？ 

紀
久
男
・
・
我
が
家
で
は
鰹
の
為
の
醤
油
は
三
種
類
。
普
通
の
醤
油
に
オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
、
甘
い
醤
油
。 

吟
行
で
ひ
と
り
し
ず
か
の
名
に
惹
か
れ 

 
 
 
 

忠
彦 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
ひ
と
り
雑
念
を
払
い
、
大
自
然
と
対
峙
し
て
詩
境
に
耽
る
作
者
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
野
草
の
名
前
。
過
去
素
敵
な
名
前
と
思
っ
た
。「
吟
行
や
一
人
静
の
野
草
知
る
」
で
も
。 

紀
久
男
・
・
・「
ひ
と
り
し
ず
か
」
の
「
ず
」
は
「
づ
」
の
方
が
良
い
。
同
じ
仲
間
に
「
ふ
た
り
し
づ
か
」
が 

あ
る
が
こ
れ
は
漢
字
「
二
人
静
」
と
す
る
よ
う
で
す
。 

す
だ
椎
の
巨
樹
の
あ
り
け
り
夏
帽
子 

 
 
 
 

と
み
子 

 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
黒
々
と
し
た
す
だ
椎
の
大
き
な
肌
に
ち
ょ
こ
ん
と
真
白
な
夏
の
帽
子
と
は
う
ま
く
と
ら
え  

ま
し
た
ね
。 

卯
の
花
を
貰
い
て
唱
歌
く
ち
ず
さ
む 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

紀
久
男
・
・
・
リ
ハ
ビ
リ
の
カ
ラ
オ
ケ
で
こ
の
卯
の
花
の
・
・
を
良
く
歌
い
ま
す
。 

独
り
身
の
夜
を
賑
わ
す
金
亀
虫 

 
 

  
 
 
  

 
正
己 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
奥
さ
ん
を
亡
く
し
た
友
が
、
夜
中
に
走
り
回
る
鼠
が
友
達
だ
、
出
て
こ
な
い
と
淋
し
い
と 

語
っ
て
い
ま
し
た
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
た
だ
ボ
ー
ッ
と
灯
っ
て
い
る
裸
電
球
に
コ
ツ
ン
ン
コ
ツ
ン
と
金
亀
虫
が
訪
ね
て
来
て
く
れ 

 
 

た
の
で
し
ょ
う
。 

苔
む
せ
し
巨
木
の
蔭
に
額
の
花 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

康
敏
さ
ん
・
・
・
自
然
教
育
園
は
都
心
に
あ
り
な
が
ら
自
然
を
保
持
し
て
い
る
。
鬱
蒼
た
る
巨
木
の
蔭
に
咲    

く
額
紫
陽
花
も
ひ
っ
そ
り
と
し
た
風
情
だ
。 

正
己
さ
ん
・
・
・
視
覚
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
空
間
の
奥
行
を
も
っ
て
は
っ
き
り
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

見
上
げ
れ
ば
天
の
声
満
つ
五
月
晴 

 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
・
聖
五
月
、
マ
リ
ア
の
月
。
聖
霊
降
臨
を
祝
う
月
。 

短
く
も
主
婦
を
忘
れ
て
初
夏
の
旅 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
初
夏
に
限
ら
ず
、
お
楽
し
み
下
さ
い
！
上
五
に
ほ
ろ
っ
と
き
ま
し
た 

初
夏
の
風
郵
便
受
け
に
旅
便
り 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
友
人
よ
り
旅
の
便
り
、
初
夏
の
風
が
運
ん
で
来
て
く
れ
た
。 

竹
落
葉
吾
生
思
え
ば
烏
鳴
く 

 
 
 
 
 
     

雅
夫 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・
竹
自
身
は
広
範
に
根
を
張
る
大
変
な
長
寿
者
で
す
ね 

百
合
子
さ
ん
・
・
年
齢
の
所
以
で
し
ょ
う
か
、
落
葉
、
落
花
に
わ
が
余
日
を
思
い
ま
す
。 

麦
秋
や
廃
線
跡
を
完
歩
せ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
賑
や
か
に
列
車
が
通
っ
て
い
た
往
時
を
偲
び
つ
つ
、
錆
び
た
鉄
路
沿
い
を
歩
い
て
み
た
。 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
麦
秋
と
廃
線
が
あ
い
ま
す
ね
。
ど
の
位
の
距
離
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

紀
久
男
・
・
・
・
福
知
山
線
の
あ
た
り
の
廃
線
跡
が
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
と
か
。
作
者
が
完 

歩
さ
れ
た
の
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か 
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鳴
き
交
わ
す
烏
の
森
や
お
ろ
ち
池 

 
 
 
  

 

び
ん 

 

百
合
子
さ
ん
・
・
あ
の
烏
た
ち
の
鳴
き
交
わ
す
声
が
お
ろ
ち
池
と
の
取
り
合
わ
せ
で
さ
ら
に
迫
力
満
点
。 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
不
気
味
な
感
じ
が
出
て
い
ま
す
が
、
季
語
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

戸
を
繰
れ
ば
守
宮
ダ
イ
ブ
す
襟
首
に 

 
 
  

百
合
子 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
ダ
イ
ブ
す
に
臨
場
感
あ
り
ま
し
た
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
私
も
一
度
や
ら
れ
ま
し
た
！
豊
中
で
は
永
ら
く
見
て
い
ま
せ
ん
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
マ
ン 

シ
ョ
ン
に
は
沢
山
い
ま
し
た
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
ヤ
モ
リ
に
跳
び
付
か
れ
た
一
瞬
の
オ
ド
ロ
キ
、
立
体
感
の
あ
る
愉
快
な
佳
句
。 

 

三
点
句 

 

包
丁
を
研
い
で
切
れ
味
初
夏
の
風 

 
 
 

  
 

忠
彦 

 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
研
ぎ
あ
げ
た
後
の
あ
の
爽
快
感
は
ま
さ
に
初
夏
の
風
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
研
い
だ
包
丁
同
様
に
ス
パ
ッ
と
切
れ
た
佳
句
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
爽
や
か
な
感
じ
が
、
う
ま
く
出
て
い
ま
す
ね
。 

古
沼
を
領
す
る
ご
と
し
川
鵜
を
り 

 
 
 
  

五
郎
太 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
倒
木
の
上
に
「
我
が
世
と
ぞ
思
う｡｡｡

」
と
ば
か
り
に
羽
を
拡
げ
た
り
閉
じ
た
り
放
尿
し
た 

り
自
由
気
ま
ま
に
時
を
楽
し
ん
で
い
る
川
鵜
が
お
り
ま
し
た
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
伊
丹
の
昆
陽
池
公
園
は
長
年
鵜
の
糞
害
で
大
変
な
目
に
会
い
ま
し
た
。 

吾
子
連
れ
て
幸
せ
探
し
苜
蓿 

 
 
 
 
 

 
 
  

正
己 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
お
子
さ
ん
と
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
探
す
。
そ
れ
こ
そ
幸
せ
な
ひ
と
時
と
思
い
ま
す
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
お
子
さ
ん
は
女
の
子
で
し
ょ
う
か
。
幸
せ
探
し
と
い
え
ば
四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
で
し
ょ
う
。 

苜
蓿
と
い
う
季
語
、
初
め
て
出
会
い
ま
し
た
。
幼
い
頃
畑
一
面
に
咲
く
蓮
華
草
を
家
畜
の

馬
が
食
ん
で
い
る
図
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

き
び
た
き
の
己
が
高
音
に
酔
い
て
を
り 

 
  

 

び
ん 

 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
き
び
た
き
の
鳴
き
声
は
切
れ
の
良
い
ピ
ッ
ピ
ッ
と
い
う
よ
う
な
高
音
で
、
都
市
部
で
は
な 

か
な
か
啼
い
て
い
る
姿
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
が
、
作
者
は
旅
の
中
で
よ
く
聴
か
れ
る 

の
で
し
ょ
う
。
季
語
と
し
て
は
「
三
夏
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

※
紀
久
男
・
・「
き
び
た
き
」
は
角
川
歳
時
記
に
よ
れ
ば
季
語
は
秋
。
四
十
雀
な
ど
に
し
た
ら
良
か
っ
た
か
。 

路
地
裏
の
鮎
の
て
ん
ぷ
ら
笹
の
舟 

 
 
 
 
  

啓
子 

 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
日
本
の
繊
細
な
季
節
感
あ
り
あ
り
、
笹
舟
に
の
っ
た
鮎
の
て
ん
ぷ
ら
！ 

紀
久
男
・
・
・
・
い
い
で
す
な
あ
、
天
・
地
・
人
の
「
人
」
と
し
ま
す
。 

矢
車
の
音
か
ら
か
ら
と
孫
の
家 
 
 
 
 
  

 

天
牛 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
最
近
は
矢
車
の
つ
い
た
鯉
幟
は
見
か
け
な
い
。
懐
か
し
い
風
景
を
思
い
出
す
。          

メ
ー
デ
ー
は
人
ご
と
な
り
し
商
社
マ
ン 

 
 
  

天
牛 

 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
ま
さ
に
職
場
で
実
感
し
て
い
た
光
景
で
す
ね
。 

 
 

 

二
点 

 
 
 

毛
虫
掌
に
載
せ
吟
行
句
師
の
た
じ
ろ
が
ず 

 
 

紀
久
男 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（「
萬
緑
」
井
の
頭
公
園
吟
行
の
思
い
出
） 

亜
也
さ
ん
・
・
・
万
里
子
先
生
の
胆
力
と
い
う
一
面
。 

風
を
受
け
五
月
の
空
に
泳
ぐ
鯉 

 
 
 
 
 
    

た
だ
し
げ 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
布
製
の
鯉
幟
が
、
生
き
た
鯉
だ
っ
た
ら
楽
し
い
だ
ろ
う
。 

居
酒
屋
で
生
け
簀
の
蛸
の
刺
身
食
う 

 
 
 
 
   

 

ゆ
た
か 

隆
さ
ん
・
・
・
・
夏
の
蛸
は
格
別
。「
生
け
簀
か
ら
出
て
き
た
ば
か
り
蛸
の
刺
」
で
も 
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万
緑
や
夢
は
は
る
か
な
空
の
上 

               
 

百
合
子 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
前
向
き
な
夢
は
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
た
い
も
の
。 

畑
中
の
人
に
菜
の
花
も
ら
ひ
け
り 

 
 
    

 
     

規
雄 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
こ
う
い
う
触
れ
合
い
を
大
事
に
し
た
い
で
す
。 

正
明
さ
ん
・
・
・
春
は
長
閑
で
気
が
休
ま
り
ま
す
。
旅
の
句
を
天
に
頂
き
ま
し
た
。 

紙
風
船
悲
し
い
過
去
を
背
負
っ
て
る 

 
 
    

     

正
明 

 

紀
久
男
・
・
・
・
戦
死
し
た
山
中
定
次
監
督
の
「
人
情
紙
風
船
」
中
村
眼
右
衛
門
の
傑
作
名
画
を
思
い
出
し 

ま
し
た
。 

 

一
点 

 
 

好
天
気
地
主
の
友
が
虫
送
り 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

紀
久
男 

 

三
恵
さ
ん
・
・
・
天
を
つ
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
情
景
が
全
く
見
え
て
ま
せ
ん
。 

で
も
、
好
天
気
、
地
主
、
虫
？
の
取
り
合
わ
せ
が
と
て
も
衝
撃
で
し
か
も
、
キ
ュ
ー
ト
。 

自
分
に
は
絶
対
に
そ
ろ
い
踏
み
で
き
な
い
で
す
。 

友
の
上
梓
冷
や
酒
（
ひ
や
）
で
祝
い
た
き
元
呑
兵
衛 

 

紀
久
男 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
・
い
た
だ
か
な
い
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
！ 

吟
行
に
半
日
遊
ぶ
若
葉
風 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
屈
託
な
く
吟
行
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
。 

い
い
で
す
ね
！ 

彫
り
出
だ
す
や
さ
し
み
ほ
と
け
若
葉
風 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 

※
孤
舟
選
者
・
・
・
や
さ
し 

は
「
ほ
と
け
」
に
繋
が
る
た
め
、
連
体
形
「
き
」
と
す
べ
き
で
し
ょ
う
。 

句
の
友
と
歩
め
ば
楽
し
夏
庭
園 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
体
験
し
て
初
め
て
知
る
吟
行
の
実
感
。 

オ
ペ
ラ
観
て
愁
い
は
て
な
き
夏
夕
べ 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

紀
久
男
・
・
・
ど
ん
な
オ
ペ
ラ
で
し
ょ
う
。
楽
曲
名
を
知
り
た
い
も
の
で
す
。 

ソ
ー
ダ
水
お
堀
の
テ
ラ
ス
初
夏
の
風 

 
 
   

國
護 

 
 

び
ん
さ
ん
・
・
・
三
段
切
れ
が
残
念
。 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
爽
快
な
句
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
三
段
切
れ
。
そ
れ
に
ソ
ー
ダ
水
は
夏
の
季
語
で
す
。 

季
重
な
り
で
す
。 

靴
も
ま
た
服
に
合
は
せ
て
更
衣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・（
靴
も
ま
た
）
更
衣
で
服
と
靴
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
ま
で
心
を
配
る
の
は
立
派
。 

 
 
 
 
 

敦
賀
か
ら
新
幹
線
か
が
や
き
で
金
沢
ヘ 

か
が
や
き
に
乗
り
納
骨
ヘ
卯
波
か
な 

 
 

け
い
子 

 

（
五
） 

五
郎
太
さ
ん
・
・
列
車
名
の 

か
が
や
き 

は
カ
ッ
コ
で
囲
ん
だ
方
が
い
い
の
で
は
。
一
段
落
で
す
ね
。 

  
 
 
 

🔳 
 

🔳 
 

🔳 
 

🔳 
 

🔳 
 

🔳 
 

🔳 
 

🔳 

【
次
回
青
葉
会
予
定
】 

日
程 

令
和
六
年
六
月
二
十
七
日(

木) 

十
三
時
～ 

 
 

於
：
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋 

世
田
谷
区
施
設 

会
議
室
「
し
ゃ
れ
な
あ
ど
」（
移
転
！
） 

《
ご
注
意
下
さ
い
！ 

し
ゃ
れ
な
あ
ど 

は
近
く
で
す
が
移
転
し
ま
し
た
。
カ
バ
リ
ン
グ
レ
タ
ー
に
詳
細
記
載
し
ま
し
た
の
で
、

ご
参
加
者
に
は
、
必
ず
ご
確
認
の
上
、
添
付
の
地
図
も
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
》 

当
日
ご
出
席
者
に
於
か
れ
て
は
、
当
季
雑
詠
５
句
、
ご
投
句
の
み
の
方
々
に
は
２
句
を
目
処
と
し
て 

事
前
に
当
方
（
星
田
）
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
当
日
の
選
句
表
を
事
前
に
作
成
致
し
ま
す
。
締
切
は 

六
月
二
十
四
日(

月)

中
で
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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【
青
葉
会
報
】 

一
、 
五
月
の
句
会
は
恒
例
の
吟
行
を
催
行
。
曇
天
で
は
あ
り
ま
し
た
が
時
に
薄
日
が
射
す
こ
と
も
あ
る
中
で
、
港

区
に
あ
る
国
立
科
学
博
物
館
に
所
属
す
る
「
自
然
教
育
園
」
に
て
の
催
行
で
し
た
。
こ
の
方
々
も
吟
行
か
な
、

と
思
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
を
お
見
掛
け
し
ま
し
た
。 

午
前
十
時
、JR

山
手
線
目
黒
駅
集
合
、
ゆ

た
か
さ
ん
、
び
ん
さ
ん
の
今
年
卒
寿
の
お
二
方
も
含
め
十
一
名
が
参
加
、
自
然
教
育
園
の
中
を
三
々
五
々
散

策
を
し
な
が
ら
、
作
句
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。
事
前
投
句64

句
、
吟
行
句24

句
で
全88

句
か
ら
の
選
句
と
な
り
ま
し
た
。
選
句
は
、
吟
行
句
の
中
か
ら
１
句
以
上
を
必
ず
採
っ
て
い
た
だ
き
、
い
つ

も
通
り
全
部
で
６
句
選
と
致
し
ま
し
た
。 

結
果
は
ご
覧
の
と
お
り
、
盛
雄
さ
ん
が
当
季
雑
詠
か
ら
十
一
点
、
啓
子
さ
ん
が
吟
行
句
で
十
点
と
高
得
点
で

し
た
。
今
回
も
佳
句
が
多
く
、
票
は
ば
ら
つ
き
九
点
・
八
点
は
無
く
、
七
点
句
に
規
雄
さ
ん
の
一
句
を
見
て

後
、
六
点
句
と
四
点
句
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

吟
行
で
詠
ま
れ
た
句
は
句
の
ア
タ
マ
に
《
吟
》
を
付
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
当
該
句
に
自
然
園
で
の
雰
囲
気

を
汲
み
取
っ
て
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
甚
で
す
。
会
報
編
集
担
当
と
し
て
は
、
社
友
会
へ
の
報
告

時
に
近
影
を
お
送
り
し
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
の
に
、
そ
も
そ
も
そ
の
写
真
を
撮
る
の
を
失
念
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
残
念
・
・
。 

 

孤
舟
選
者
近
詠 

春
光
や
地
上
に
出
で
し
地
下
鉄
路 

 
 

日
蓮
に
流
人
の
日
あ
り
鰆
東
風 

 
 

細
波
に
耳
傾
く
る
座
禅
草 

 
 

回
廊
は
風
の
十
字
路
緑
さ
す 

 
 

雲
梯
の
錆
の
手
触
り
樟
若
葉 

 

関
係
者
近
詠 

春
冷
の
病
夫
の
喫
煙
黙
認
す 

 
 
 
 
 

眞
希
子 

 
 

石
畳
石
の
継
目
に
名
草
の
芽 

 
 
 
 
 

陽
亮 

漫
画
に
て
文
豪
知
り
初
む
桃
の
花 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

日
の
力
人
地
の
力
木
々
芽
吹
く 

 
 
 
 
 

仝 

入
院
中
階
ご
と
寄
贈
の
大
雛
段 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

海
に
な
り
た
く
て
河
口
に
奔
る
雪
解
川 

 
 

仝 

看
病
て
ふ
夫
婦
の
頁
春
の
雨 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

雪
に
な
る
そ
ぶ
り
を
見
せ
て
春
の
雨 

 
 
 

仝 

有
平
棒
浮
か
せ
て
街
の
雪
景
色 

 
 
 
 
 

弘
子 

 
 

涅
槃
西
凧
妻
の
息
吹
が
頬
撫
づ
る 

 
 
 
 

仝 

外
は
淡
雪
ス
ラ
イ
ド
終
は
る
記
念
館 

 
 
 
 

仝 
 
 

待
ち
時
間
知
ら
で
幸
せ
シ
ネ
ラ
リ
ア 

 
 
 

仝 

焼
山
へ
練
膏
薬
を
は
り
た
し
よ 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

長
生
き
へ
舵
切
る
意
欲
青
き
踏
む 

 
 
 
 

仝 

星
雲
の
渦
巻
解
き
蝌
蚪
の
紐 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

蝌
蚪
探
す
爺
子
供
ら
に
溶
け
き
っ
て 

 
 
 
 

仝 

譲
渡
会
片
や
白
毫
も
つ
子
猫 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

鞦
韆
に
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
の
横
な
び
き 

 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
―
―

森
の
座 

横
澤
放
川 

選 

（
日
経
俳
壇
選
者
） 

  
 
 
 

令
和
六
年
六
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

了) 


